
ハ
マ
ノ

カ
ゼ
ヲ

カ
ン
ジ
ヨ
ウ

Photo: Katsuhiro Ichikawa

ヨコハマ海洋市民大学実行委員会

象の鼻テラス

横浜市立大学、NPO法人ディスカバーブルー

NPO法人HamaBridge濱橋会

株式会社ペッププランニング

横浜市（申請中）、海洋都市横浜うみ協議会（申請中）

ヨコハマ海洋市民大学実行委員会 事務局

yokohama.kaiyo.univ@gmail.com
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木曜日の夜
象の鼻テラスで
会いましょう

受賞歴
2022年　第29回 横浜環境活動賞（市民の部）大賞
2023年　環境大臣より地域環境保全功労者表彰
2024年　第11回 横浜・人・まち・デザイン賞「地域まちづくり部門」受賞

前半 2026年6月4日（木）〜10月1日（木）

後半 2026年11月5日（木）〜2027年3月4日（木）

　　  原則第1木曜日19：30〜21：10

64
月

日

前半スタート！受講生募集

海の不思議、港の物語…。

まだ知らない横浜の魅力を

さまざまな視点から楽しく発見する講座です。

知識だけでなく体感へ。

新しい海の風に出会いにきませんか？

2026年度

※前半の会場は象の鼻テラスです。後半2026年12月～
2027年3月は象の鼻テラスが改修工事のため別会場を
予定しています。ご了承ください。



Facebook【ヨコハマ海洋市民大学】https://www.facebook.com/kaiyoshimindai/
Instagram【ヨコハマ海洋市民大学】https://instagram.com/yokohamakaiyo.univ/

https://yokohamakaiyouniv.wixsite.com/kaiyo/ヨコハマ海洋市民大学

ホームページの申込みフォームから
お申込みください。
※お預かりした個人情報は、ヨコハマ海洋市民大学及び関連する
　連絡以外には使用しません。

時 間
場 所
参加方法

受 講 料

19時30分～21時10分
象の鼻テラス（象の鼻パーク内）
ホームページの登録フォームまたは
Peatix、Facebookのイベントページ
からお申し込みください。
一般1,500円、学生無料

:
:
:

:

※動画配信も同額です。
※アクティビティの場合は実費をご負担いただきます。

前半2026年6月4日（木）～10月1日（木）
後半2026年11月5日（木）～2027年3月4日（木）

InstagramFacebookホームページ

海を知り、海とつながり、未来の海を考える。
学びと体験を通して、
新しい海の魅力に出会える場です。

YouTubeで見逃し配信も！
今年度は講師の了解をいただけた回に限り、遠方で会場にお越しいただけない方のためへの
後日配信を用意しています。各回ごとにご案内する facebook イベントやピーティックスから
お申し込みください。
※ズームによる同時配信は行いません。

海洋教育デザイナー（海族）になろう！ 
「海」をキーワードに、自分で課題を認識、行動し、さらに広がりを作ることができる「地域
の海洋都市づくりのリーダー」＝「海洋教育デザイナー（海族）」の育成を目指しています。

海を知ることのできる学びの場！
海の環境、生きもの、人と海の関係、ヨコハマの海、海が抱える課題など、海をさまざまな
角度から知ることができます。座学やワークショップなどのアクティビティも！（後半）きっと
目からウロコの気づきがあります。

みなとみらい線「日本大通り駅」出口1より徒歩3分、出口2より徒歩5分
〒231-0002横浜市中区海岸通り1丁目

全10回  月1回・第1木曜日19：30～21：10

7月2日（木）

8月6日（木）

9月3日（木）

10月1日（木）

6月4日（木） 海族のみなさん＆実行委員会ハマの風を感じよう～みんなで海さんぽ

森の観測・記憶へ

知ることから始まる、海と人との共存社会

海に生まれ、海で失い、海で甦った人生

作詞家・雑誌編集者 松山 猛

作家・農夫見習い 山崎 洋子

写真家 森 日出夫

異国の風～文明開化の風を受けた港町

内　　容日　程 講　　師

NPO法人ディスカバーブルー
代表理事 水井 涼太

※アクティビティの場合は受講料とは別に実費をご負担いただきます。
※講座日程、講師、講座内容、会場などについては、変更になる場合があります。 また、動画配信は都合により中
止になる場合があります。
※最新情報はHP、FBページで随時更新します。
※全10回のうち8回以上受講された方は、海洋教育デザイナーとして認定いたします。7回以上の受講で修了書
を差し上げます。

後半は11月5日（土木男子・松永昭吾氏）、12月3日（横浜都市発展記念館・松本和樹氏）、1月7日
（灯台女子・不動まゆう氏）、2月4日（海のクラフト体験教室）、3月4日（実行委員会）を予定してい
ます。12月以降は象の鼻テラスが改修のため別会場となります。詳細は決まり次第お知らせします。

象の鼻テラスでの座学の様子

アクティビティ（剱埼灯台見学）

2025年3月、海辺の文化祭


